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3月 

予定は変更になる場合もありますのでくわしくはお問い合わせください。 2008 3/15～5/11

4月 

5月 

2008 3/15～5/11

■スプリング・ヤング・ライブ（会場:日本橋社会教育会館）13:00～16:00 
　銀座ロータリークラブ　13541-2590（当日直接会場へ） 
■新川工房「ペーパークラフト　紙飛行機」14:30～16:30 
新川児童館　13553-2084　小学生以上（当日直接会場へ） 

■みんなで卓球　14:00～16:00（小学生・中学生・親子） 
　浜町児童館　13669-3386（当日直接会場へ） 
■いきいき本将棋会　14:30～16:30 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■みんなで卓球　9:00～12:00（小学生・中学生・親子） 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 

■工作あそび「ぬり絵にチャレンジ」10:00～12:00、14:00～16:30 
（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■あそびdeアート「粘土であそぼう」14:00～16:00（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■新川工房「ぴょんがえる」14:00～16:30（幼児以上、幼児は保護者同伴） 
　新川児童館　13553-2084（当日直接会場へ） 
■クイズあそび　10:00～12:00、14:00～16:30（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■映画会　14:00～15:00（幼児・小学生） 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 
■あそびdeアート「粘土であそぼう」14:00～16:00（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■メンコあそび　14:00～16:00 
　築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 
■カプラであそぼう　13:30～16:00（小学生） 
　浜町児童館　13669-3386（当日直接会場へ） 
■いきいき本将棋会　14:30～16:30 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■あそびdeアート「粘土であそぼう」14:00～16:00（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 
■サタデースポーツクラブ（佃島小・クラブハウス）13:30～16:00 
　体育指導委員協議会　13546-5528（当日直接会場へ） 

■トライトライ「プラバン工作」14:00～16:00 
　築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 
■新川工房「プラバン工作」14:00～16:30（幼児以上、幼児は保護者同伴） 
　新川児童館　13553-2084（当日直接会場へ） 
■工作あそび「プラバン」15:00～16:30（幼児・小学生・親子） 
　浜町児童館　13669-3386（直接窓口で申込み　4/14～先着30名） 
■いきいき本将棋会　14:30～16:30 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■プラバン工作　14:00～16:00（幼児・小学生） 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 
■サタデースポーツクラブ（佃島小・クラブハウス）13:30～16:00 
　体育指導委員協議会　13546-5528（当日直接会場へ） 

■大人のための天文講座「星の固有運動について」13:00～14:00（中学生以上） 
　タイムドーム明石　13546-5537（当日直接会場へ） 

■新川シアター「ずっこけ3人組」14:30～15:30（幼児以上、幼児は保護者同伴） 
　新川児童館　13553-2084（当日直接会場へ） 
■Y2のおはなし会　13:30～13:45（幼児は保護者同伴） 
佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■折り紙博士に教わろう　15:00～16:30（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■春休み子ども会　映画「おたまじゃくしの101ちゃん」ほか大型絵本、手遊
び　15:00～16:00（幼児・小学生・親子） 

　日本橋図書館　13669-6207（当日直接会場へ） 
■メンコ大会　15:00～16:15（小学生） 
築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 

■バックギャモンをしよう　15:00～16:30（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■メンコ大会　13:30～16:30（小学生） 
　月島児童館　13533-0885（直接窓口で申込　3/21～） 

■親子工作　14:00～16:00 
　築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 
■新川工房「万華鏡づくり」14:00～16:00（幼児以上、幼児は保護者同伴） 
新川児童館　13553-2084（当日直接会場へ） 

■映画会　10:00～11:30、14:00～15:30 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■つきじ・しんかわ児童館まつり「子どもオリンピック」（会場：あかつき児童公
園及び築地児童館）12:00～15:30（幼児以上、幼児は保護者同伴） 

　築地児童館　13544-0127　新川児童館　13533-2084 
　（当日直接会場へ） 
■月島地区児童館まつり「えーと？　干支？　エトセトラ」 
（会場：月島第一児童公園）10:30～15:30 
勝どき児童館　13531-3250、月島児童館　13533-0885、 

　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
　雨天の場合は月島児童館 

■子どもたちが選ぶ「映画会」10:00～11:30、14:30～16:00 
（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■みんなで卓球　14:00～16:00（小学生・中学生・親子） 
　浜町児童館　13669-3386（当日直接会場へ） 
■親子料理教室「Pizzaをつくろう」10:00～15:00（小学1年生以上の親子） 
佃児童館　13531-7811（直接窓口で申込み　3／8～先着15組） 

■みんなで卓球　9:00～12:00（小学生・中学生・親子） 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 
■バックギャモン大会　14:00～16:00（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■お花見お弁当会　12:00～13:30（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■カプラであそぼう　14:00～15:30（幼児・小学生） 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 
■あそびdeアート「粘土であそぼう」14:00～16:00（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■メンコあそび　14:00～16:00 
　築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 
■スポーツデー「バドミントンをしよう」14:00～16:00（幼児は保護者同伴） 
佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■バックギャモンをしよう　15:00～16:45（親子可） 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■ファミリー卓球　14:00～16:00（小学生以上） 
　勝どき児童館　13531-3250（直接窓口で申込4/19～） 

■サタデースポーツクラブ（佃島小・クラブハウス）13:30～16:00 
　体育指導委員協議会　13546-5528（当日直接会場へ） 

■みんなで卓球　14:00～16:00（小学生・中学生・親子） 
　浜町児童館　13669-3386（当日直接会場へ） 
■スプリングライブ　13:00～15:00 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■工作あそび「ぬり絵にチャレンジ」10:00～12:00、14:00～16:30 
（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 

■児童館まつり　オープニング「杉山兄弟シャボン玉ショー」 
（会場：堀留児童公園）14:00～15:00 
　堀留町児童館　13661-8937（当日直接会場へ） 
　雨天の場合は堀留町児童館 
■工作あそび「自分の干支でのぼりんちょ」10:00～12:00、 
　14:00～16:00 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ） 
■干支メンコを作ろう　14:00～16:00 
　月島児童館　13533-0885（当日直接会場へ） 
■児童館まつり週間「パカパカレース」15:00～16:00 
　勝どき児童館　13531-3250（当日直接会場へ） 

■春休み子ども会　大型絵本「おじいちゃんのごくらくごくらく」 
　パネルシアター「ばけくらべ」　映画「小さなバイキングビッケ　ビッケと
クジラの親子」14:30～16:00（幼児・小学生・親子） 

　京橋図書館　13543-9025（当日直接会場へ） 
■春休み子ども映画会「だるまちゃんとてんぐちゃん」ほか 
　15:00～16:00（幼児・小学生・親子） 
月島図書館　13532-4391（当日直接会場へ） 

■児童館合同ドッジボール大会　go！go！ドッジボール 
　10:00～16:00（小学生） 
　築地児童館　13544-0127、新川児童館　13553-2084、 
　堀留町児童館　13661-8937、浜町児童館　13669-3386、 
　佃児童館　13531-7811、月島児童館　13533-0885、 
　勝どき児童館　13531-3250（各児童館で窓口申込み） 

■春休み子ども健康教室（1日目）エプロンシアター（親子）、食育講習「生
活リズムと食習慣」（保護者）、心と体をつくる体育あそび（子ども）、野
菜のおかず紹介・試食（親子）（2日目）わくわくキッズクッキング「野菜
料理を作ってみよう」（子ども）13:30～16:00（5～8歳の子どもと保
護者。2日間とも参加できる方。） 

　中央区保健所健康推進課栄養担当　13541-5930（電話又は直接窓口で
申込　3/17～先着20組） 

■メンコあそび　15:00～16:30 
　築地児童館　13544-0127（当日直接会場へ） 

■キンボール、卓球（佃中・体育館、子どもは保護者同伴） 
　18:30～20:30 
　体育指導委員協議会　13546-5528（当日直接会場へ） 

■新川シアター　14:00～16:00（幼児以上、幼児は保護者同伴） 
　新川児童館　13553-2084（当日直接会場へ） 
■クイズあそび　10:00～12:00、14:00～16:30（幼児は保護者同伴） 
　佃児童館　13531-7811（当日直接会場へ）　 
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豆まき（京橋朝海幼稚園）

中学校連合展覧会

教育委員会の動き
第1回定例会（平成20年1月9日開催）
（可決した議案）
◆中央区立中学校心身障害学級におい
て平成20年度に使用する教科書の
追加採択

（報告事項）
◆平成19年第4回区議会定例会(11月
議会)における一般質問
◆平成20年区立学校の卒業式等の日程
◆意見・要望

第2回定例会（平成20年2月13日開催）
（可決した議案）
◆平成20年度中央区教育委員会の教
育目標
◆平成19年度中央区一般会計3月補正
教育予算案に伴う意見の申し出
◆平成20年度中央区一般会計教育予
算案に伴う意見の申し出
◆中央区教育に関する事務の職務権限
の特例に関する条例新設に伴う意見
の申し出
◆中央区立校外学園設置条例の一部を
改正する条例の制定依頼
◆中央区立館山臨海学園の社会教育利
用に関する条例の廃止依頼
◆中央区立学校設置条例の一部を改正
する条例の制定依頼
◆中央区立幼稚園教育職員の勤勉手当
に関する規則の一部を改正する規則
の制定
◆平成20年度中央区民文化財の登録
（報告事項）
◆平成20年度幼稚園預かり保育の園
児応募状況
◆年度末・年度始めの土曜日窓口開庁
◆平成19年度親子観劇会の実施
◆区立築地社会教育会館における高齢
者の使用料免除
◆総合スポーツセンター・月島スポー
ツプラザの早朝利用
◆月島第三小学校温水プールの団体開放
◆指定管理者構成団体の変更
◆区立スポーツ施設における高齢者の
使用料免除
◆意見・要望
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宇
佐
美
学
園
は
、
気
候
の
温
暖

な
伊
豆
半
島
の
伊
東
市
宇
佐
美
に

あ
り
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
・
教

育
環
境
の
中
で
、
学
校
教
育
・
健

康
教
育
を
行
う
た
め
の
全
寮
制
の

健
康
学
園
で
す
。

学
園
で
は
、
宇
佐
美
の
澄
ん
だ

空
気
と
静
か
な
環
境
の
中
で
規
則

正
し
い
生
活
を
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
と
り
、
朝
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
等
の
運
動
を
通
し
て
、
ぜ

ん
息
、
ア
ト
ピ
ー
の
改
善
や
、
肥

満
、
偏
食
の
解
消
な
ど
を
図
っ
て

い
ま
す
。

特
に
宇
佐
美
学
園
特
有
の
「
自

立
活
動
」
と
い
う
活
動
で
は
、
朝

の
乾
布
摩
擦
、
ペ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
高
度
な
技
に
挑
む
縄
跳
び
や

一
輪
車
に
加
え
て
「
ロ
ー
プ
ジ
ャ

ン
プ
エ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
長
縄
跳

び
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

10
ｍ
の
長
縄
を
一
斉
に
跳
び
、
跳

ん
だ
人
数
×
跳
ん
だ
回
数
で
ポ
イ

ン
ト
を
算
出
す
る
競
技
で
、
学
園

で
は
公
式
審
判
員
に
来
て
も
ら

い
、
正
式
記
録
会
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
声
を
掛
け
合
い
、
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
跳
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
は
輝
い
て
見
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て

忍
耐
力
や
協
調
性
が
身
に
付
き
、

体
だ
け
で
は
な
く
心
も
大
き
く
成

長
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
現
在
は
、
子
ど
も
た

ち
の
触
れ
合
い
、
か
か
わ
り
合
い

が
少
な
く
な
り
、
人
間
関
係
の
希

薄
化
に
伴
う
社
会
性
の
欠
如
や
依

存
心
の
強
ま
り
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
寮
生
活
で
は
、
縦
割
り
で

上
級
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
生
活
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
学

園
児
童
数
は
46
人
で
す
が
、
ま
さ

し
く
46
人
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
で

す
。「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

る
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
寮
生
活

を
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
寮
内

の
清
掃
や
外
出
、
集
団
遊
び
や
誕

生
会
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
も
っ
て
行
動
し
、
困
っ
て
い
る

子
に
手
を
さ
し
の
べ
る
な
ど
の
か

か
わ
り
が
多
く
見
ら
れ
、
自
主
性

だ
け
で
な
く
互
い
に
助
け
合
う
心

も
育
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
佐
美
学
園
の
特
徴
の

一
つ
に
豊
か
な
自
然
と
の
か
か
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
東
京
で
は
経
験

で
き
な
い
、
宇
佐
美
な
ら
で
は
の

自
然
体
験
は
小
学
生
の
時
期
に
是

非
経
験
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
宇

佐
美
に
は
、
海
、
山
、
川
が
あ
り
、

身
近
な
自
然
が
多
く
あ
り
ま
す
。

学
園
で
は
、
春
の
わ
ら
び
狩
り
か

ら
始
ま
り
、
鮎
釣
り
、
ほ
た
る
見

学
、
地
引
き
網
体
験
、
干
物
作
り

体
験
、
海
遊
び
、
藍
染
め
体
験
、

み
か
ん
狩
り
、
押
し
花
体
験
の
ほ

か
に
も
数
多
く
の
自
然
体
験
の
機

会
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
伊
東
市
の
一
輪
車
ク
ラ

ブ
や
少
年
少
女
合
唱

団
と
の
交
流
会
、
海

祭
り
や
地
域
の
祭

り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

や
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
の
社
会
体
験

も
多
く
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
は

「
み
か
ん
栽
培
学
習
」

と
い
う
自
然
体
験
学

習
を
近
隣
み
か
ん
農

園
の
方
の
指
導
の
も

と
年
間
を
通
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
自
然
体
験
・

社
会
体
験
を
通
し
て

人
や
自
然
を
愛
す
る
豊
か
な
人
間

性
を
培
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
も

っ
て
入
園
す
る
児
童
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
の

学
園
へ
の
期
待
も
様
々
で
す
。
私

た
ち
学
園
職
員
は
、
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

き
め
の
細
か
い
指
導
を
心
が
け
、

入
園
目
的
達
成
に
向
け
て
共
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
品
川
区
か
ら
中

央
区
立
久
松
小
学
校
に
転
任
し
、
以
来
二
十

九
年
間
中
央
区
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
皆
様
か

ら
、
充
実
し
た
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
間
、私
は
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
、健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
、環
境

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
啓
発
し
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
、教
育
委
員
会
や
教
職
員
と

共
に
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
央
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
生
か
し
て
活
躍
し
、
広
く
社
会
に
羽

ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
私
は
環
境
教
育
に
お
け
る

問
題
で
は
水
質
を
中
心
と
し
た
こ
と
が
ら
が

重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

城
東
小
学
校
の
地
域
に
あ
る
日
本
橋
川
の
水

質
を
調
べ
る
学
習
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に

水
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
、
城
東
小
学

校
の
池
に
ホ
タ
ル
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
夏
も
か
わ
い
い
ホ
タ
ル
が
飛

ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
中
央
区
の
教
育
が
さ
ら
に

発
展
・
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
お

礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

教
職
生
活
三
十
四
年
の
う
ち
、
中
央
区
で

二
十
九
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
教
員

と
し
て
の
第
一
歩
と
最
後
の
一
歩
を
中
央
区

で
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

勤
め
始
め
て
ま
だ
間
も
な
い
頃
の
こ
と
、

「
新
規
採
用
で
中
央
区
に
勤
め
ら
れ
る
の
は

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
は
実
感
が
わ
か
ず
に
お
り
ま
し

た
が
、
年
を
重
ね
る
毎
に
中
央
区
の
伝
統
と

歴
史
を
知
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
働
く
幸
せ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

明
る
く
素
直
な
子
ど
も
た
ち
、
理
解
あ
る

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
、
自
分
の
仕
事
に
夢

と
希
望
を
も
っ
て
励
む
先
輩
や
仲
間
に
巡
り

会
う
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
思
い
は
一
層
強

く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
央
区
で
の
最
後
の
三
年
間
の
私
の
経
営

方
針
は
『
感
謝
の
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
』
と

『
地
域
に
根
付
き
、
故
郷
を
大
切
に
思
う
心

を
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
』
で
し
た
。

中
央
区
を
故
郷
と
し
、
人
や
物
に
感
謝
で

き
る
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
り
な
が
ら
、
私
も
感
謝
の
意
を
表
し

つ
つ
、
勤
め
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
生
第
２
の
ス
タ
ー
ト

―
定
年
退
職
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

中
央
区

城
東
小
学
校
長

宇
佐
美
学
園
長

千
葉
　
家
門

感
謝
を
込
め
て月

島
幼
稚
園
長

佐
藤
　
由
美

交通機関
◎ＪＲ柏駅下車東口、徒歩25分
◎阪東バス「戸張」行「柏学園前」下車徒歩5分
または「大津ヶ丘団地」行「第五小学校」下車徒歩10分

※ご来園の際は、公共交通機関をご利用ください。

＜問合せ先＞
学務課保健給食係
1（3546）5516

毎年、桜の咲く時期に区民の皆さんに開放している柏学園
は、中央区から電車で約一時間、豊かな自然に囲まれた校外
学園です。
柏学園の庭では、今、春の陽気に誘われ草木が芽吹き、ち

らほらと花を咲かせ始め、春の香りがいっぱいです。
春いっぱいの柏学園へ、皆さんご一緒にお越しください。

日　　時 4月5日（土）・6日（日）（雨天実施）
午前10時～午後3時30分

会　　場

「あふれる自然に春の訪れ」
柏学園を開放！
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月島幼稚園
１月29日（火）に「遊びの充実を目指した教材の工夫～

製作活動を通して～」を研究主題とした研究発表会が行
われました。全学級の公開保育をはじめ、研究発表や参
加者の方も実際に教材を作る実践タイムなど、盛りだく
さんの内容でした。当日は、全国から162名の参加があり
ました。

佃中学校
２月15日（金）に「豊かな人間関係の中でより良く生きる生徒の

育成」～学習力・表現力・自治力を高める指導の研究～を研究主
題とした２年間の研究成果が発表されました。
参加者は３分科会の会場に分かれて研究発表に参加し、全体会の指
導・講評の後、江戸東京博物館館長による講演「江戸の学びを現代の
教育に生かす」が行われました。（写真は１年生の情報とコンピュー
タ「プレゼンテーションソフトの活用」……（表現力）の授業風景

宇佐美学園開園70周年記念式典
２月９日（土）に記念式典が行われました。「よろこびのこ

とば」では学園全児童による呼びかけと美しい歌声が会場
に響き渡りました。中央区、伊東市からの来賓、卒園生、
旧職員、保護者など500名を超える盛大な式典となりました。

新成人のつどい
１月14日（祝・月）にロイヤルパークホテルで新成人のつ

どいが開催されました。
新成人のつどい実行委員会が企画・運営したアトラクシ

ョンに、会場は多いに盛り上がりました。

第
35
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
　
全
国
大
会

金
賞
（
最
優
秀
賞
）
受
賞

平
成
19
年
12
月
15
日
（
土
）
に
第
35
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
―
リ

ン
グ
全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
小
編
成
の
部
で
３
年
連
続
金
賞
、
さ

ら
に
３
年
連
続
最
優
秀
賞
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
日
の
厳
し
い
練
習
に
、

根
を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
先
生
方
を
始
め
多
く
の
方
に

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。
が
ん
ば
っ
て
」

と
激
励
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か

い
励
ま
し
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
私
た
ち
は
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

日
本
橋
中
学
校
吹
奏
楽
部

料
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
に
は
３
月
15
日
に
中
央
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
公
開
さ
れ
る
平
和
都

市
宣
言
20
周
年
平
和
祈
念
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
大
画
面
50
イ
ン
チ
プ
ラ
ズ
マ
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
操
作
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ま
す
。

・
会
　
場

特
別
展
示
室

﹇
つ
な
が
る

ト
ー
ク
の
集
い
﹈

・
日
　
時

３
月
23
日（
日
）
午
後
２
時
〜（
先
着
順
）

・
内
　
容

番
組
制
作
者
、

中
央
区
に
関
わ
り

の
深
い
戦
争
体
験

者
、
中
央
区
文
化

財
調
査
指
導
員

等
、
天
文
学
と
戦

争
、
郷
土
史
と
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の

方
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
形
式
で
作
品
と

そ
の
時
代
背
景
を

語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
会
　
場

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
ホ
ー
ル

築
地
に
あ
っ
た
旧
海
軍
水
路
部
の
建
物

﹇
共
　
通
﹈

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧

３
０
０
円
（
区
内
中
学
生
以
下
は
無
料
）

各
関
連
イ
ベ
ン
ト
　
無
料

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
・
問
合
せ
先
】

タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石

〒
１
０
４
―
０
０
４
４

中
央
区
明
石
町
12
―
１

1
（
３
５
４
６
）
５
５
３
７

区教育委員会研究奨励校・園研究発表会
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
「
戦
場
に

輝
く
ベ
ガ
―
約
束
の
星
を
見
上
げ
て
」

は
、
ほ
ん
の
60
年
前
、
星
が
武
器
に

な
っ
た
時
代
を
描
い
た
物
語
で
す
。

天
文
航
法
で
陸
上
爆
撃
機
「
銀
河
」

を
導
く
若
き
偵
察
員
・
和
夫
と
、
そ

の
元
デ
ー
タ
と
な
る
航
空
天
測
表
を

つ
く
る
学
徒
動
員
の
女
学
生
・
久

子
。
二
人
は
、
離
れ
て
い
て
も
い
つ

で
も
「
ベ
ガ
」
を
見
上
げ
よ
う
と
約

束
し
ま
す
。
離
れ
ば
な
れ
の
二
人
が

想
い
を
つ
な
い
だ
星
ベ
ガ
。
そ
の
光

は
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
私
た
ち
の

頭
上
で
輝
き
続
け
、
大
切
な
何
か
を

伝
え
て
い
ま
す
。

タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石
で
は
、
今
季

一
般
投
影
で
上
映
す
る
こ
の
作
品

で
、
航
空
天
測
表
を
作
成
し
て
い
た

旧
海
軍
水
路
部
が
築
地
に
存
在
し
、

作
品
の
随
所
に
当
時
の
中
央
区
の
姿

▲番組に登場する銀座の街並み

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
連
企
画
展 

 

が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
戦
時
中
の

時
代
背
景
を
郷
土
史
の
観
点
か
ら
も
捉
え

た
企
画
を
関
連
事
業
と
し
て
展
開
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

期
　
間

３
月
15
日（
土
）〜
６
月
15
日（
日
）

・
火
〜
金
曜
日
　
午
後
４
時
30
分

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午
後
２
時
30
分

・
３
月
23
日（
日
）は
関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
た
め
午
後
１
時

一
般
投
影
が
な
い
日

・
３
月
23
日（
日
）、
４
月
22
日（
火
）・

23
日（
水
）、５
月
５
日（
祝
）・
20
日（
火
）・

21
日（
水
）

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

﹇
展
　
示
﹈

・
日
　
時

３
月
15
日（
土
）〜
４
月
６
日（
日
）

平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
日
・
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

・
内
　
容

本
作
品
の
解
説
展
示
、
番
組
の
時

代
に
関
連
し
た
郷
土
天
文
館
収
蔵
資
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お子さん自身が、または、お子さんのことで
困ったり悩んだりしていることはありませんか？
臨床心理士が様々な相談に応じています。

【来所相談】1（３５４５）９２００（予約）
教育相談室で、臨床心理士が直接お話をうかがいます。
【電話相談】1（３５４５）９２０３
高校生までのお子さんについての相談に応じます。
※　どちらも相談料は無料です。
区立教育センター　中央区明石町12－１

相談日　毎週月～土曜日

中
央
区
教
育
広
報
誌
「
か
が
や
き
」
で
は
、

皆
様
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

〒
104
‐
8404
中
央
区
築
地
一
‐
一
‐
一

1（
３
５
４
６
）
５
５
０
３

編
集
後
記

少
し
ず
つ
春
の
気
配
も
感
じ
ら
れ
、
卒
業

（
園
）
や
入
学
（
園
）、
進
級
な
ど
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
を
前
に
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て

い
る
人
は
、
家
の
近
く
の
公
園
や
少
し
足
を

の
ば
し
て
柏
学
園
に
桜
の
花
を
見
に
行
き
ま

せ
ん
か
？
き
っ
と
き
れ
い
な
お
花
が
気
持
ち

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
よ
。

枠
を
超
え
た
「
明
正
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

明
正
小
学
校
は
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず

子
ど
も
た
ち
も
学
年
や
ク
ラ
ス
の
枠
を
超

え
て
顔
見
知
り
で
、
ど
の
子
の
顔
を
見
て

も
ク
ラ
ス
と
フ
ル
ネ
ー
ム
が
す
ぐ
に
言
え

る
ほ
ど
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
30
年
代
後

半
、
本
校
は
廃
校
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
地
域
住
民
の
方
々
の

熱
意
と
協
力
で
明
正
小
学
校
の
灯
を
消
す

こ
と
な
く
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
も
影
響
し
て
か
地
域
と
の
関
わ

り
が
深
く
、
地
域
の
落
ち
着
い
た
温
か
さ

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
の

び
の
び
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
本
校

で
は
、
伝
統
的
に
異
学
年
交
流
が
盛
ん
で

す
。
縦
割
り
班
に
よ
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、「
と
も
遊
び
」
と
い
う
時
間
に

は
、
学
年
、
ク
ラ
ス
な
ど
の
枠
組
み
を
取

り
払
い
、
全
児
童
が
入
り
混
じ
っ
て
一
緒

に
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

先
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
な
く
て
も
、
ご

く
自
然
に
誘
い
合
っ
て
仲
良
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

同
じ
建
物
に
あ
る
幼
稚
園
と
の
交
流
が

活
発
な
の
も
本
校
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

９
年
間
を
見
通
し
た
発
達
段
階
を
考
慮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
や
活
動
を
相
互
に
関
連

づ
け
な
が
ら
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
人
権
教
育
」
の
推
進

本
校
は
、
都
の
人
権
尊
重
教
育
推
進
校

の
指
定
を
受
け
、
昨
年
４
月
か
ら
人
権
教

育
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
人
権

教
育
」
と
い
う
と
近
づ
き
が
た
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
も
の
に
新
た

に
取
り
組
も
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
自

分
の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
人
の
大
切
さ

を
認
め
る
こ
と
」
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ

ま
で
の
明
正
の
教
育
の
よ
さ
を
さ
ら
に
確

実
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。「
こ
れ
で
終
わ
り
」
と
い
う
ゴ
ー

ル
の
な
い
、
永
遠
の
課
題
と
も
言
え
ま
す

が
、「
一
歩
の
歩
み
」
を
大
切
に
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、「
認
め
合
い
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
児
童
の
育
成
」
を
人
権
教
育
の
研

究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
実
践
し

て
い
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
学
校
生
活
の
中
で

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を

特
に
大
切
に
し
て
日
々
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
を
き
ち

ん
と
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
言
葉
を
か
け

あ
っ
た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
が
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
校

内
の
雰
囲
気
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
自
身
の
行
動
を
振
り
返
る
機
会

を
多
く
も
た
せ
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま

す
。
水
泳
の
学
習
で
は
、
プ
ー
ル
開
き
の

前
に
子
ど
も
た
ち
自
身
で
目
標
を
立
て
、

水
泳
指
導
が
終
了
し
た
と
き
に
、
当
初
の

目
標
に
対
し
て
自
分
は
こ
の
夏
ど
れ
だ
け

が
ん
ば
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
、
自
己
認

識
を
し
、
次
の
目
標
を
考
え
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
目
標
を
立
て

中
央
区
明
石
町
に
あ
る
中
央
区
保
健
所

等
複
合
施
設
６
階
の
タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石

（
中
央
区
立
郷
土
天
文
館
）。
以
前
は
教
育

セ
ン
タ
ー
の
施
設
で
し
た
が
、
平
成
17
年

12
月
、
地
域
の
方
の
交
流
の
場
を
目
的
に
、

多
目
的
な
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石
は
、「
郷
土
資
料

の
常
設
展
示
室
」
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

「
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
３
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

常
設
展
示
室

慶
長
18
年
（
１
５
９
０
）
の
徳
川
家
康

江
戸
入
府
以
後
の
中
央
区
発
展
の
歴
史
を

①
江
戸
城
下
の
成
り
立
ち
、
②
日
本
橋
と

魚
河
岸
、
③
商
家
と
職
人
た
ち
、
④
蘭
学

の
拠
点
と
築
地
居
留
地
、
⑤
銀
座
の
繁
栄
、

⑥
中
央
区
と
文
学
、
⑦
月
島
と
水
辺
の
文

化
と
、
７
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
当
時
の
陶
器
や
、

神
田
上
水
で
使
用
さ
れ
て
い
た
埋
桝
・
木

樋
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
に
月
島
四

号
地
（
現
在
の
晴
海
）
で
予
定
さ
れ
て
い

た
幻
の
万
博
の
入
場
券
な
ど
、
貴
重
な
展

示
物
も
。
中
央
区
の
歴
史
が
ひ
と
目
で
わ

か
り
、
興
味
深
く
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

で
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

６
台
の
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る

全
天
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
シ
ス
テ

ム
と
5.1
CH
デ
ジ
タ
ル
ド
ー
ム
サ
ラ
ウ
ン
ド

の
音
響
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
鮮
明
か
つ
迫

力
あ
る
映
像
と
音
楽
を
楽
し
め
ま
す
。
席

数
は
86
席
と
本
格
的
な
規
模
。
年
間
を
通

じ
て
、
最
新
鋭
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
活

用
し
た
星
、
宇
宙
な
ど
に
関
す
る
天
文
教

室
を
開
催
し
た
り
、
星
の
映
像
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
個
人
や
団
体
の
創

作
活
動
（
絵
画
、
写
真
、
陶
芸
等
）
を
発

表
す
る
場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
日

ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
地

域
の
方
が
便
利
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
」「
観
る
」「
発
表
す
る
」
と
あ
ら

ゆ
る
目
的
が
複
合
し
た
、
都
内
で
も
画
期

的
な
区
民
文
化
施
設
。

皆
さ
ん
是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
・
問
合
せ
先
】

〒
１
０
４
│
０
０
４
４

中
央
区
明
石
町
12
│
１

1
（
３
５
４
６
）
５
５
３
７

る
だ
け
で
な
く
、
達
成
ま
で
の
営
み
を
見

つ
め
直
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

各
教
科
で
も
「
人
権
教
育
」
を
意
識
し

た
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
図
工

で
は
グ
ル
ー
プ
で
共
同
作
品
を
手
掛
け
た

り
、
音
楽
で
は
グ
ル
ー
プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
行
う
な
ど
、
常
に
他
者
と
か
か
わ
る
機

会
を
設
け
、
役
割
分
担
や
協
働
し
て
創
り

あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
内
に
は
低
・
中
・
高
学
年
別

に
「
人
権
の
木
」
を
作
成
し
、
子
ど
も
た

ち
は
、
葉
や
果
実
の
形
を
し
た
紙
に
自
分

た
ち
の
目
標
と
振
り
返
り
を
記
し
て
、
そ

の
幹
や
枝
に
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の

見
事
な
葉
と
果
実
を
蓄
え
た
「
人
権
の
木
」

は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
録
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
地
域
の
心
の
ふ
る
さ
と

明
正
小
学
校

「児童集会」では学年を超えて一つになって

夢と思いやりの実がいっぱいの「人権の木」

常設展示室

プラネタリウムホール


